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論文の内容の要旨
　統計的推測理論において，予め標本数を固定してその標本に基づいて母数の捷定問題を考えることが多いが，
予め標本数を固定せずに適当な停止則を導入して，それに基づく逐次的な標本抽出計画によって母数の逐次推定
方式を考えた方がより現実的になる。本論文では統計的推測理論における逐次決定方式について最適性を含む
種々の性質について論じた。
　（i）逐次推定方式の情報不等式。非逐次の場合に有効推定量を求める際，Cr餓6r－Raoの不等式は重要な役
割を果たすことが知られている。この不等式はWo1fowitzによって逐次的な場合に拡張され，この不等式の下界
を達成する逐次推定方式は有効であるというが，有効な逐次推定方式が得られるのは稀であり，大低の場合には
Wo1fowitzの不等式の下界が達成不可能であることが分かってきた（Ghosh（1987），Stefanov（1990））。これは，
非逐次の場合には，指数型分布族の下で有効推定量が得られることが多いことに比べて顕著な差異のように思わ
れる。本論文では，逐次標本抽出計画において多項試行の場合にどのような停止則と不偏推定量を用いたときに，
Wo1fowitz型の下界を達成するかについて考察する。またWas狐（1964）はBernou11i試行の列に対して標本の
大きさも考慮した場合について考えたが，本論文ではそれを多項試行の列に拡張した。その場合に推定方式に不
偏性を課さないとき，ある推定方式が許容性をもつことも示した。さらにWo1fowit。の不等式を精密化した
Bhat宜acharyya型不等式を求め，逐次2項標本抽出計画においてその下界を達成するための必要十分条件を求め
た。そして，この条件を用いて，完備十分統計量が存在しないにもかかわらず一様最小分散不偏推定量が存在す
る例を構成した。
　（ii）逐次決定方式の完備性と不偏性。非逐次の場合に最良な推定量を求めるために，十分性，完備性の概念
は重要であるが，逐次標本抽出計画の場合にも（一様）最小分散不偏逐次推定方式などを得る際に，それらの概
念は有効である。逐次標本摘出計画においてBemou11i試行の場合に，Leh臓a㎜and　Stein（1950）らは完備性に
対する幾何学的な必要十分条件を求めた。また多項試行の場合，Limik　and　Ro狐anovsky（1972）が未解決問題
として，その必要十分条件について言及し，Kre孤ers（1990）がかなり強い十分条件を与えた。本論文では，十
分条件として比較的弱いもの，すなわちBemou11i試行の場合には必要条件にもなるところまで改良した。また，
ある確率化停止則の下で，逐次決定方式が完備であるための必要十分条件も与えた。この条件は確認することが
容易であるという利点をもっている。次に，非逐次の場合に，成功する確率をpとしたときn回の独立なBer一
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no洲i試行に基づいて，pの関数g（p）の推定問題を考えると，g（p）が不偏推定可能であるための必要十分条
件はg（p）がpのn次以下の多項式であることが知られている（Leh㎜am（1983））。またBha巫dari狐d　Bose（1990）
は，逐次2項標本抽出の場合にg（p）が不偏推定可能であるための必要条件がg（p）が連続であるということ
を示した，これは誤りであり，本論文では不偏推定可能であるがpの不連続関数となるg（p）を構成すること
が可能であることを示した。その際に，g（p）が不偏推定可能であるための十分条件も求めた。
　（iii）逐次決定方式の閉。本論文では，逐次多項標本抽出の場合に，十分統計量にのみ依存する非確率化停則
を考えて，有界でない逐次決定方式が閉であるための十分条件を得た。Sato（1995）によって，この条件はある
意味で最良のものであるが必要条件ではないことが示された。また本論文では閉である逐次決定方式に基づく不
偏な逐次推定方式も求めた。
　（iv）Bayes逐次決定方式。逐次2項標本抽出の場合に，事前分布として一様分布を用いてBayes最終決定方
式と停止則が求められている（Fe．guson（1967））。本論文では，逐次多項抽出の場合に2乗損失をとり，事前分
布をDi．ich1et分布とし，1標本抽出当たりの費用も考慮に入れた。このとき任意の停止則に対してBayes最終
決定方式は非確率化決定方式で与えられた。またBayes危険を最小にするという意味で最適な停止則を後退帰
納法を用いて求めた。
審査の結果の要旨
　統計的逐次解析の広範囲にわたるテーマに関する研究が行われた。これらの研究が数理統計学の理論的基礎を
与えたこととして高く評価される。特に逐次推定方式の情報不等式を用いた理論の展開においては，従来の結果
を拡張し，精密化しており，その貢献は大きく，今後の発展も期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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